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令和3年度 モニタリングシート NO 26

名　　称

代 表 者

住　　所

～

部 署 名

電話番号

E-mail

評価

S+ 特に優れている

S 優れている

A 概ね適正である

B 努力が必要である

C 改善が必要である

評価基準

指定期間 平成31年4月1日 令和6年3月31日

設置条例 浜田市木田暮らしの学校条例

施設名称 浜田市木田暮らしの学校

指定管理者

木田地区振興協議会

会長　今田　泰

浜田市旭町木田485番地

設置目的
　歴史的価値を有する木造校舎を活用し、農業等の地域産業と連携
した交流事業を行うことにより地域コミュニティの発展を図り、地域
の活性化に資する。

公共施設再配置実施計画の方針 廃止（耐用年数経過後）

担当部署
（問合せ先）

旭支所　産業建設課

（0855）45-1437

a-sangyou@city.hamada.lg.jp

総合評価 総合コメント

【運営状況】

【業務履行状況】
A

　地元利用者数は増加しています。
　運営についても毎月の役員会等により、事業、収支の確認を行い
ながら取り組んでいます。
　コロナ禍における利用収入確保が課題です。

　業務の履行、施設の危機管理意識も高く、常時、市との連携及び協
議を行い履行しています。
　まん延防止措置措置時も迅速に対応しています。
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NO 26

１

２

項目数:22 適正:22 適正率：100.0% 要努力等:0

項目数:9 適正:9 適正率：100.0% 要努力等:0

項目数:18 適正:18 適正率：100.0% 要努力等:0

項目数:13 適正:13 適正率：100.0% 要努力等:0

- - - -

３

（収支実績‐概要から転記）

前年実績 計画 実績 対前年比較 対計画比較

502,649円 0円 421,746円 83.9% -

①  事業への具体的な取り組み方について

収支差引

S 　業務内容を認識し、管理運営を徹底しています。
　また、自治会との連携し、地域を盛り上げています。

⑤  その他業務内容について

評価 評価理由

A 　コロナの影響により運営が難しいなか、収支管理を適正に行っています。
　利用料金収入確保が課題です。

②  施設の運営体制や組織について

事業収支

①  収入確保や経費節減の取り組み、収支のバランスについて

A
　地域全体で施設の利用を考えている姿勢があります。
　コロナ禍における交流人口拡大への取組検討が必要です。

業務内容

④  安全管理、情報管理、緊急時等の対応について

③  適切な事務や経理について

令和3年度　モニタリングレポート（浜田市木田暮らしの学校）

基本的な考え方

①  目的達成、公平性、効果等

評価 評価理由

業務履行状況チェック

業務履行状況チェック

業務履行状況チェック

業務履行状況チェック

業務履行状況チェック

評価 評価理由
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令和3年度施設概要調書

１　施設概要

施設名 施設NO 26

所在地

開設年月

設置条例

設置目的

敷地面積 延床面積

施設内容

事業内容

２　指定管理者

団体名称

団体代表者

団体住所

指定期間 ～

選定方法 指名

３　運営状況

前年度対比 計画対比

359 359 359 349 97.2% 97.2%

8：30～22：00 8：30～22：00 8：30～22：00 8：30～22：00 - -

４　利用実績

前年度対比 計画対比

1,774 754 250 1,763 233.8% 705.2%

137 48 20 91 189.6% 455.0%

浜田市木田暮らしの学校

浜田市旭町木田485番地

平成28年4月（昭和11年12月築）

浜田市旭町木田485番地

7,741.0m 1,692.0m

浜田市木田暮らしの学校条例

　歴史的価値を有する木造校舎を活用し、農業等の地域産業と連携した交流事業を行うことに
より地域コミュニティの発展を図り、地域の活性化に資する。

体育館
校舎
運動場

①地域産業と連携した交流事業
②地域の文化品等の展示
③地域食材等を活用した飲食の提供
④交流・研修等を行うための施設提供
⑤その他暮らしの学校の設置目的を達成するために必要な事業

廃止（耐用年数経過後）

木田地区振興協議会

会長　今田　泰

公共施設再配置実施計画の方針

施設概要

平成31年4月1日

R3実績R元実績 R2実績 R3計画

令和6年3月31日 5年間

評価制度の導入 ー

R3実績項目

項目

R元実績 R2実績 R3計画

開館日数（日）

開館時間（時間）

のべ利用者数（人）

利用件数
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５　事業収支

　収入

前年度対比 計画対比

利用料金収入 交流室　 外 91,626円 17,213円 50,000円 3,000円 17.4% 6.0%

959,000円 968,000円 968,000円 968,000円 100.0% 100.0%

繰越金 472,464円 488,631円 502,649円 502,649円 102.9% 100.0%

イベント売上　外 147,214円 1,500円 180,000円 500円 33.3% 0.3%

1,670,304円 1,475,344円 1,700,649円 1,474,149円 99.9% 86.7%

　支出

前年度対比 計画対比

【管理費】 1,181,673円 972,695円 1,700,649円 1,052,403円 108.2% 61.9%

8,589円 2,256円 20,000円 2,939円 130.3% 14.7%

0円 0円 10,000円 0円 - 0.0%

0円 0円 10,000円 0円 - 0.0%

638,352円 623,452円 650,000円 672,271円 107.8% 103.4%

149,820円 101,200円 100,000円 102,333円 101.1% 102.3%

70,740円 71,280円 80,000円 71,280円 100.0% 89.1%

43,333円 44,981円 0円 45,314円 100.7% -

13,990円 13,990円 20,000円 13,476円 96.3% 67.4%

65,400円 66,000円 100,000円 66,000円 100.0% 66.0%

107,901円 810円 180,000円 7,484円 924.0% 4.2%

　　備品 8,963円 31,007円 0円 15,276円 49.3% -

　　日当 52,000円 6,000円 20,000円 18,000円 300.0% 90.0%

22,585円 11,719円 510,649円 38,030円 324.5% 7.4%

1,181,673円 972,695円 1,700,649円 1,052,403円 108.2% 61.9%

488,631円 502,649円 0円 421,746円 83.9% -

※モニタリングシートへ転記されます。

余剰金等の積算ルール（協定事項）

　　CATV受信料

　　電話代

　　消耗品費

　　燃料費

　　印刷製本費

　　光熱水費

　　修繕料

項目 R元実績 R2実績

その他収入

指定管理料

収入計（A)

項目 R元実績 R2実績 R3計画 R3実績

R3実績R3計画

収支差引（A－B）

　無し

　　NHK受信料

　　委託料（消防設備）

　　材料費

　　その他

支出計（B）


